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Number of foreign students, studying in Japan, has reached to 239,287 as of 01 MAY 2016, which is
with positive growth of 46.2% against 163,697 in JUL 2010.
Because of its expending trend, such group of foreign students would play an important role as a tar-
geted market segment for airline companies in the airlines industry which are suffering from stiff competi-
tion caused by penetration of Low Cost Carriers.
This dissertation includes analysis of current market environment of airlines industry especially in Kan-
sai region where 71 foreign students who have responded to my questionnaires live in. With the overview
and through survey results, this dissertation would find out importance of foreign students as one of the
market segments in the airline business. And continuation of this research would provide better chances for
airlines to deliver suitable service to foreign students with preferable air fares, hence, foreign students would
secure more opportunities to make trips to their home countries, i.e., this study is for better living environ-
ment of foreign students studying in Japan.
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Foreign students, as a market segment in the airline business :





平成28年度５月１日現在 前年比 人数 (％）増
大学院 43,478人 2,062人 （5.0％）増
大学（学部） 72,229人 4,757人 （7.1％）増
短期大学 1,530人 116人 （8.2％）増


















平成28年 （平成27年） 平成28年 （平成27年）
中国 98,483 (94,111) 41.2％ (45.2％)
ベトナム 53,807 (38,882) 22.5％ (18.7％)
ネパール 19,471 (16,250) 8.1％ (7.8％)
韓国 15,457 (15,279) 6.5％ (7.3％)
台湾 8,330 (7,314) 3.5％ (3.5％)
インドネシア 4,630 (3,600) 1.9％ (1.7％)
スリランカ 3,976 (2,312) 1.7％ (1.1％)
ミャンマー 3,851 (2,755) 1.6％ (1.3％)
タイ 3,842 (3,526) 1.6％ (1.7％)
マレーシア 2,734 (2,594) 1.1％ (1.2％)
アメリカ合衆国 2,648 (2,423) 1.1％ (1.2％)
モンゴル 2,184 (1,843) 0.9％ (0.9％)












表２ つ づ き
国（地域）名
留学生数 構成比
平成28年 （平成27年） （平成28年） （平成27年）
バングラデシュ 1,979 (1,459) 0.8％ (0.7％)
フィリピン 1,332 (1,028) 0.6％ (0.5％)
フランス 1,299 (1,122) 0.5％ (0.5％)
インド 1,015 (879) 0.4％ (0.4％)
ドイツ 874 (860) 0.4％ (0.4％)
ロシア 684 (692) 0.3％ (0.3％)
ウズベキスタン 641 (471) 0.3％ (0.2％)
カンボジア 629 (509) 0.3％ (0.2％)
イタリア 593 (530) 0.2％ (0.3％)
英国 560 (494) 0.2％ (0.3％)
スウェーデン 534 (568) 0.2％ (0.3％)
サウジアラビア 533 (587) 0.2％ (0.3％)
ブラジル 481 (510) 0.2％ (0.2％)
オーストラリア 429 (408) 0.2％ (0.2％)
スペイン 377 (339) 0.2％ (0.2％)
カナダ 361 (355) 0.2％ (0.2％)
シンガポール 353 (315) 0.1％ (0.2％)
エジプト 342 (284) 0.1％ (0.1％)
その他 6,858 (6,080) 2.9％ (2.9％)
合計 239,287 (208,379) 100.0％ (100.0％)
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ツーリズムの定義は1990年代に広く推進され始めた UNWTO（United Nations World Tourism Organi-
















































































centive, Convention and Exhibition、つまり会議や研修・報奨旅行・学術会議や国際会議・展示会のた
めに航空機を利用する顧客層)、④VFR（Visit Friends and Relatives、知人や親類を訪問するために航






















－ 70 － 日本経大論集 第47巻 第１号
(問１）留学で初めて日本を訪れた時に利用した航空券の入手方法について
回 答 項 目 回答数 構成比
１ 自分自身が自国の旅行会社で購入 28 40.0％
２ インターネットの格安航空券関連サイトで購入 15 21.4％
３ 航空会社のWebで購入 15 21.4％
４ その他（知人・家族などを通して） 13 18.2％
(問２）問１の時、航空会社を選んだ理由
回 答 項 目 回答数 構成比
１ 経由便だがチケットが最も格安だった 10 14.1％
２ 最安値では無いが直行便で利便性がよかった 28 39.4％
３ 料金と利便性の総合判断 30 42.3％
４ その他 ３ 4.2％
(問３）出身国（地域）にはどのような頻度で帰国しますか
回 答 項 目 回答数 構成比
１ １～２年に１回 23 32.4％
２ １年に１回 33 46.5％
３ １年に１～２回 ９ 12.7％
４ １年に２回以上 ６ 8.4％
(問４）一時帰国の際はどのようにチケットを手配しますか
回 答 項 目 回答数 構成比
１ 自分で旅行会社の窓口で購入 20 28.2％
２ 自分自身でインターネットで格安航空券を探す 28 39.4％
３ 航空会社のWebで格安航空券を探す 18 25.4％
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(問５）一時帰国の際に航空会社を選ぶ基準について
回 答 項 目 回答数 構成比
１ 料金と利便性の総合判断 21 29.6％
２ 直行便など利便性を優先 40 56.3％
３ 最安値を優先 10 14.1％
４ その他 ０ 0.0％
(問６）LCCと FSCのイメージについて（複数回答）



























－ 72 － 日本経大論集 第47巻 第１号
(問７）家族や知人が日本を訪れる事がありますか？その頻度は？
回 答 項 目 回答数 構成比
１ ない 42 59.3％
２ 年に１回来日する 15 21.2％
３ ２年に１回来日する 13 18.3％














































3 関西エアポート株式会社 2017年 3月 23日発表 Press Releaseによる 7月のピーク時点における予定便数（うち旅客























－ 74 － 日本経大論集 第47巻 第１号
表３ つ づ き













大韓航空 53 ３ 56




























エバー航空 35 ２ 37























平成 29年 3月 平成 28年度外国人留学生在籍状況調査結果，
http://www.jasso.go.jp/about/statistics/intl_student_e/2016/index.html．
表３ つ づ き




タイ・エアアジア X ７ ７
バンコクエアウェイズ（JLと共同運航）
マレーシア航空 ７ ７


















－ 76 － 日本経大論集 第47巻 第１号
山路顕（2008)．『㈱ANA総合研究所 航空産業入門』，東洋経済新．
Stephen Shaw (2007). Airline Marketing and Management, Routledge.（山内弘隆・田村明比古監訳（2009)．『航空の経営と
マーケティング』，成山堂書店.）
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